
福井工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 生命進化論
科目基礎情報
科目番号 0041 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境システム工学専攻 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 Tim Ingold, "The progress of evolution," in Evolution and Social Life, Routledge, 2016, pp.6-23.
担当教員 佐藤 勇一
到達目標
・ティム・インゴルドの『進化と社会生活』の一部分を英文で理解できる。
・進化の概念が19世紀以降どのように扱われてきたか、インゴルドの議論に沿って説明できる。
・進化論を生物学との関連だけではなく、「人間」「文化」「社会」といった社会生活の関連から捉えることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 インゴルドの著作の一部分を英文
で読解することが十分できる。

インゴルドの著作の一部分を英文
で読解することが或る程度できる
。

インゴルドの著作の一部分を英文
で読解することが全くできない。

評価項目2
進化の概念の扱われ方をインゴル
ドの議論に沿って説明することが
十分できる。

進化の概念の扱われ方をインゴル
ドの議論に沿って説明することが
或る程度できる。

進化の概念の扱われ方をインゴル
ドの議論に沿って説明することが
全くできない。

評価項目3 社会生活との関連から進化論を捉
えることが十分できる。

社会生活との関連から進化論を捉
えることが或る程度できる。

社会生活との関連から進化論を捉
えることが全くできない。

学科の到達目標項目との関係
JABEE JA1 JABEE JA2
教育方法等

概要

現在、人類学(Anthropology)・考古学(Archaeology)・芸術(Art)・建築(Architecture)の「４つのＡ」をはじめ、哲学
・社会学・生態心理学・歴史学・生物学などさまざまな学問領域を跨って活躍中の人類学者ティム・インゴルドの『進
化と社会生活』の一部分を英文で読解し、進化の概念が19世紀以降どのように扱われたかを理解する。これにより、生
物学の進化論のみを理解するのではなく、「人間」「文化」「社会」といった社会生活の関連から進化論を捉えること
ができる。

授業の進め方・方法
ティム・インゴルド著、Evolution and Social Life（『進化と社会生活』）の第1章 “The progress of evolution”の
12頁以降を講読する。理解度を見るために、毎回コミュニケーションペーパー（小テスト課題、演習）を課す。この科
目は、学修単位Ｂ（30時間の授業で1単位）の科目であり、授業外学習として予習や復習、演習を課す。コミュニケーシ
ョンペーパーは課題の評価として用いるだけではなく、復習や場合によっては予習に用いる。

注意点

試験（30％）、コミュニケーションペーパー（40％）、訳読（30％）により評価する。評価したうえで、必要な場合は
、追加の試験や訳読課題を課す。100点満点で60点以上を合格とする。
・遅刻、欠席をしない：講読は積極的な授業参加が絶対条件である。授業への参加を重視する。
・予習を行うこと：英文和訳形式で輪読していく授業形態であり、毎回の予習が必須である。なお、授業計画はあくま
でも目安であり、進度に合わせて変化する。毎回の予習範囲を確認すること。
・復習を行うこと：試験に向けて復習を行う必要がある。
・生物学の知識や歴史的背景の知識も仕入れておくこと。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期
3rdQ

1週 授業概要
シラバスの説明とガイダンス
社会・文化の進化。スペンサー、ダーウィン、進化と
いう語。3つのモデル
【授業外学習】次回の予習

2週 講読（英文訳読、コミュニケーションペーパー）
斉一説等。ハットンとライエル等
【授業外学習】次回の予習とコミュニケーションペー
パーによる演習

3週 講読（英文訳読、コミュニケーションペーパー）
斉一説等。ハットンとライエル等
【授業外学習】次回の予習とコミュニケーションペー
パーによる演習

4週 講読（英文訳読、コミュニケーションペーパー）
自然選択。不可逆で不確定。
【授業外学習】次回の予習とコミュニケーションペー
パーによる演習

5週 講読（英文訳読、コミュニケーションペーパー）
自然選択。不可逆で不確定。
【授業外学習】次回の予習とコミュニケーションペー
パーによる演習

6週 講読（英文訳読、コミュニケーションペーパー）
鎖のイメージ。進歩と多様性
【授業外学習】次回の予習とコミュニケーションペー
パーによる演習

7週 講読（英文訳読、コミュニケーションペーパー）
ハクスリー。その回顧的誤謬と生物の序列。
【授業外学習】次回の予習とコミュニケーションペー
パーによる演習

8週 講読（英文訳読、コミュニケーションペーパー）
ハクスリー。その回顧的誤謬と生物の序列。
【授業外学習】次回の予習とコミュニケーションペー
パーによる演習

4thQ 9週 講読（英文訳読、コミュニケーションペーパー）
定向進化と系統発生
【授業外学習】次回の予習とコミュニケーションペー
パーによる演習



10週 講読（英文訳読、コミュニケーションペーパー）
定向進化と系統発生
【授業外学習】次回の予習とコミュニケーションペー
パーによる演習

11週 講読（英文訳読、コミュニケーションペーパー）
有機的なシステムと複雑化
【授業外学習】次回の予習とコミュニケーションペー
パーによる演習

12週 講読（英文訳読、コミュニケーションペーパー）
内在化と単純化
【授業外学習】次回の予習とコミュニケーションペー
パーによる演習

13週 講読（英文訳読、コミュニケーションペーパー）
変化
【授業外学習】次回の予習とコミュニケーションペー
パーによる演習

14週 講読（英文訳読、コミュニケーションペーパー）
量的で物理的な概念から質的で道徳的な次元へ
【授業外学習】次回の予習とコミュニケーションペー
パーによる演習

15週 講読（英文訳読、コミュニケーションペーパー）
目的論と機械論
【授業外学習】コミュニケーションペーパーによる演
習

16週 試験は試験返却期間に返却する
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 コミュニケーシ
ョンペーパー 訳読 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 30 40 30 0 0 0 100
基礎的能力 30 40 30 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


